
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

新
た
な
大
学
教
育
と
産
学
連
携
の
推
進

│「
産
学
協
議
会
2
0
2
0
年
度
報
告
書
」概
要

「
採
用
と
大
学
教
育
の
未
来
に
関
す
る
産
学
協
議

会
」（
座
長
＝
中
西
宏
明
経
団
連
会
長（
当
時
）、
大

野
英
男
就
職
問
題
懇
談
会
座
長
・
東
北
大
学
総
長
）

は
、
2
0
2
1
年
4
月
19
日
、
2
0
2
0
年
度
報
告

書
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
新
た
な
大
学
教
育

と
産
学
連
携
の
推
進
」
を
公
表
し
た
。

　

同
報
告
書
は
、「
産
学
協
働
に
よ
るSociety 5.0

人
材
の
育
成
」
の
必
然
性
と
重
要
性
は
、
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
む
し
ろ
際
立
っ
た
と
の
認
識
の
も
と
、「
対
面

と
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
教
育
」「『
組

織
対
組
織
』
連
携（
共
同
研
究
・
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
教
育
／
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
）」「
新
た
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

の
3
つ
の
テ
ー
マ
に
関
し
、
2
0
2
0
年
度
に
産
学

の
間
で
合
意
し
た
事
項
と
今
後
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

対
面
と
リ
モ
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
教
育

　

産
学
は
、
今
後
の
展
望
と
し
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
教
育
へ
の
流
れ
は
不
可
逆
的
で
あ
り
、
そ
の
常
態

化
を
前
提
に
、
よ
り
多
彩
で
効
果
的
な
学
修
機
会
を

Ｄ
Ｘ
に
よ
り
創
出
・
提
供
す
る
こ
と
、
社
会
の
多
様

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

強
化
し
て
質
の
高
い
教
育
を
実
現
す
る
こ
と
、
と
の

認
識
を
共
有
し
た（
座
談
会
7
ペ
ー
ジ
図
表
1
参
照
）。

　

そ
の
う
え
で
、
課
題
に
つ
い
て
、「
急
ぎ
対
応
が

必
要
な
事
項（
緊
急
性
が
高
い
も
の
）」
と
「
新
た
な

大
学
教
育
へ
の
転
換
に
向
け
て
、
中
長
期
的
な
対
応

の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
事
項
」
に
分
け
て
整
理
し
た
。

前
者
の
課
題
と
し
て
は
、
リ
モ
ー
ト
授
業
の
実
施
に

係
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
継
続
的
な
環
境

整
備
、
適
切
な
評
価
方
法
の
確
立
や
よ
り
効
果
的

な
教
授
法
・
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
の
共
有
等
を
通
じ
た

教
育
の
質
保
証
へ
の
対
応
な
ど
が
あ
る
。
後
者
の

中
長
期
的
な
課
題
と
し
て
は
、
大
学
設
置
基
準
に
お

け
る
「
授
業
」
や
「
単
位
」
の
概
念
の
見
直
し
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
教
育
に
応
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系

の
再
構
築
、
国
内
外
の
大
学
と
の
連
携
の
推
進
・

強
化
や
定
員
管
理
の
あ
り
方
の
見
直
し
な
ど
を
指
摘

し
た
。

「
組
織
対
組
織
」
連
携

⑴
共
同
研
究
・
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
教
育
の
推
進

　

産
学
連
携
の
可
能
性
を
模
索
す
る
段
階
で
は
、
産

学
双
方
の
シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
の

充
実
が
最
も
重
要
だ
と
の
認
識
で
一
致
し
た
。
そ
の

う
え
で
、マ
ッ
チ
ン
グ
に
あ
た
っ
て
は
、目
指
す
未
来

社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン（
目
的
・
活
動
分
野
）、
成
功
の
姿
・

目
標
、
時
間
軸
・
工
程
表
に
つ
い
て
も
産
学
間
の
擦

り
合
わ
せ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
マ
ッ
チ
ン
グ

に
必
要
な
環
境
整
備
や
マ
ッ
チ
ン
グ
後
の
連
携
実
践

と
い
う
観
点
で
、
博
士
人
材
を
中
心
と
し
た
研
究
人

材
の
育
成
・
活
用
や
産
学
連
携
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

人
材
の
確
保
・
育
成
が
必
要
と
の
認
識
を
共
有
し
た
。

⑵
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

　

多
種
多
様
な
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る

中
、
産
学
協
議
会
で
は
、「Society 5.0

人
材
の
育
成

に
向
け
、
大
学
等
と
の
連
携
に
よ
る
、
働
き
手
の
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
に
資
す
る
大
学

院
レ
ベ
ル
の
も
の
」
に
対
象
を
絞
っ
て
検
討
を
進
め
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あ
る
タ
イ
プ
3
と
タ
イ
プ
4
の
4
つ
で
あ
る
。
タ
イ
プ

3
は
汎
用
的
能
力
・
専
門
活
用
型
の
も
の
で
あ
り
、

タ
イ
プ
4
は
、
文
部
科
学
省
と
経
団
連
が
共
同
で
推

進
し
て
い
る
「
ジ
ョ
ブ
型
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

（
本
誌
36
ペ
ー
ジ
参
照
）や
、
日
本
私
立
大
学
団
体
連
合

会
か
ら
提
案
さ
れ
た「
大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
ジ
ョ

ブ
型
採
用
に
繋
が
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」（
本
誌
38

ペ
ー
ジ
参
照
）と
い
っ
た
、
産
学
で
今
後
試
行
す
る
具

体
的
な
取
り
組
み
を
念
頭
に
置
い
た
高
度
専
門
型
の

も
の
で
あ
る（
座
談
会
15
ペ
ー
ジ
図
表
3
参
照
）。
産

学
協
議
会
で
は
、
い
ず
れ
の
タ
イ
プ
も
引
き
続
き
産

学
が
連
携
し
て
推
進
す
る
と
し
た
う
え
で
、
タ
イ
プ
3

と
タ
イ
プ
4
を
「
新
た
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と
す

る
こ
と
に
合
意
し
た
。
2
0
2
1
年
度
に
は
、
課
題

の
特
定
、
改
善
策
の
検
討
、
タ
イ
プ
ご
と
の
違
い
の

整
理
等
、
積
み
残
し
の
論
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討

を
深
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

同
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
た
産
学
協
議
会
の
第
5

回
会
合
で
は
、
産
学
双
方
の
委
員
か
ら
、
同
協
議
会

が
産
学
間
の
相
互
理
解
を
深
め
る
場
と
し
て
機
能
し

て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
声
と
と
も
に
、
今
後
へ
の
期

待
が
表
明
さ
れ
た
。
産
学
協
議
会
は
、Society 5.0

人
材
の
育
成
と
い
う
産
学
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て
、

大
学
と
企
業
の
連
携
を
強
力
に
後
押
し
す
べ
く
、
2

0
2
1
年
度
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
従
っ
て
、
活
動

を
深
化
さ
せ
て
い
く
。

【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
本
部
】

現
場
感
の
再
現
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
に
関
わ
る

課
題
の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
、
今
後
も
積
極
的
に
推

進
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
、
実
施
さ
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
に
は
、
模
擬
的
な
作
業
を
含
め
業
務
を
体
験
す

る
場
面
が
全
く
な
い
も
の
も
あ
り
、
国
際
標
準
と
乖

離
し
て
い
る
な
ど
の
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
新
し
い
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で

検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
学
生
に
と
っ
て
学
修

と
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
や
就
職
の
検
討
に
資
す
る
活
動

は
い
ず
れ
も
重
要
と
の
共
通
認
識
の
も
と
、
次
の
2

つ
の
要
件
を
満
た
す
も
の
を
「
新
た
な
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
と
位
置
付
け
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
そ
の

要
件
と
は
、
①
学
生
が
、
企
業
の
職
場
や
現
場
で
実

際
に
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
、
②
就
職
活
動
を
目
的

と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
仕
事
に
就
く
能
力

が
自
ら
に
備
わ
っ
て
い
る
か（
自
ら
が
そ
の
仕
事
で

通
用
す
る
か
ど
う
か
）を
見
極
め
る
こ
と
を
主
た
る

目
的
と
す
る
こ
と
、
の
2
点
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
現
在
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
活
動
に

つ
い
て
、
目
的
や
効
果
、
対
象
別
に
4
つ
に
類
型
化

し
た
。
具
体
的
に
は
、「
オ
ー
プ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
」

の
企
業
・
業
界
・
仕
事
版（
オ
ー
プ
ン
・
カ
ン
パ
ニ

ー
）と
目
さ
れ
る
タ
イ
プ
1
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一

環
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
タ
イ
プ
2
に
加
え
、
職

場
や
現
場
等
で
の
就
業
体
験
を
盛
り
込
ん
だ
活
動
で

て
い
く
こ
と
で
合
意
し
た（
座
談
会
11
ペ
ー
ジ
図
表

2
参
照
）。
産
学
協
議
会
で
定
義
し
たSociety 5.0

に
求
め
ら
れ
る
人
材
の
能
力
の
向
上（Society 5.0

人
材
の
育
成
）に
資
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
は
、「
従
来
の
大
学
院
教
育
の
枠
を
超
え
て
、

多
様
な
社
会
人
の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
得
て
、
異
分
野
融

合
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
る
も

の
」「
М
Ｂ
Ａ
に
匹
敵
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
ベ
ー
ス
と
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た
も
の
」
と
い
う
要

件
を
満
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

産
学
連
携
に
よ
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
拡
充
の
た
め

に
求
め
ら
れ
る
施
策
と
し
て
、
制
度
・
実
務
面
で
は
、

受
講
者
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
、
受
講
形
態

の
多
様
化
、
受
講
成
果
・
評
価
の
可
視
化
等
を
挙
げ

て
い
る
。
機
運
醸
成
面
で
は
、
社
会
全
体
で
の
学
び

直
し
に
関
す
る
啓
発
活
動
の
推
進
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
ハ
ブ
と
し
て
の
大
学
の
社
会
的
意
義
・
機
能
の

向
上
、
実
務
家
教
員
の
育
成
・
活
用
の
拡
大
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度
」
等
も
活
用
し
つ
つ
、

産
学
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
共
同
開
発
に
取
り
組
む

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

新
た
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
あ
り
方

　

産
学
協
議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
本
格
的
に

導
入
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

つ
い
て
、
学
生
と
企
業
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
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